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都市計画手続き 
アセスメント 

事業着手 

測  量 
設計協議 
用地取得 
工事実施 

新規事業採択時評価

再 評 価 

事 後 評 価 

① 事業採択後 5年間経過時点で未着工の事業 

② 事業採択後 10 年間経過時点で継続中の事業 

③ 再評価実施後一定期間経過時点で継続中の事業等 

④ 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が

生じた事業 

事業費の予算化について評価 

事業の効果等について評価 

事業の継続又は中止を評価 

再評価の視点 
①事業の必要性等に関する視点 
・事業を巡る社会経済情勢等の変化 
・事業の投資効果 
・事業の進捗状況 

②事業の進捗の見込みの視点 
③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

事後評価の視点 
①費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化 

②事業の効果の発現状況 

③事業実施による環境の変化  

④社会経済情勢の変化 

⑤今後の事後評価の必要性  

⑥改善措置の必要性 

⑦同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの 

必要性  
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① 事業完了後一定期間（５年以内）が経過した事業 

② 事後評価実施主体が改めて事後評価実施が必要と判断した事業 

（対象事業） 

（対象事業） 

完成供用 
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事後評価とは 
 

 

 

 

 

事後評価の実施フロー図 

 

国土交通省所管事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 凡例   ：東日本高速道路株式会社が実施 

 事後評価対象事業 

  ○完了後一定期間（５年以内）が経過した事業 

○審議結果を踏まえ、事後評価の実施主体の長が改めて事後評価を 
行う必要があると判断した事業 

 

事後評価に係る資料の作成等 

 事後評価を行うに当たって必要となるデータの収集、整理等及び改善措置の検討等を行う。 

事業評価監視委員会 

 東日本高速道路株式会社から提出され

た対応方針（案）について審議を行い、不

適切な点又は改善すべき点があると認め

たときは、意見の具申を行う。 

意見

対応方針の決定 

審議結果を踏まえ対応方針を決定する。 

評価結果等の公表 

 審議結果、対応方針等については、結果に至った経緯等とと

もに公表する。 

事業の再評価に加え、一貫した事業評価システムを構築し、公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の

一層の向上に努めるため事業完了後の事業の効果、環境影響等の確認を行い、必要に応じて適切な改善措置

を検討し、その結果を同種事業の計画・調査等へ反映すること等を目的としている。 

対応方針（案）の作成 

対応方針（案）を作成し、事業評価監視委員会に提出する。 

 

国土交通省へ報告 

 審議結果、対応方針等については、結

果に至った経緯等とともに報告する。 


